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機密性2
協会けんぽが目指す姿（北川理事長メッセージ 要約）
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① ＤＸ、ＳＤＧｓ、国際化

・マイナ保険証の利用促進や、令和8年1月からの電子申請の開始と合わせ、
スマホ等のアプリ対応を進めて加入者の利便性向上に繋げる。

・加入者と事業主のためになる施策をＳＤＧｓの観点を加えて取組を進める。
・外国人就労者が協会の加入者として増加していくため、多言語対応を進める。
国際貢献と国際協力のため海外の関係諸機関と連携を進める。

② 全員参加型運営

・協会全体としての生産性をアップし、今後想定される新たな領域への人材シフトを着実に
歩を進める。

・すべての職員が意欲を持って業務に取り組める環境整備を進め、より職員一人一人の適正に
応じた働き方ができるようにする。

・仕事文化・組織風土を縦割から横連携に変えていく。（一人一人の多能化とチームで仕事を
こなす）

③ マーケティング思考

・加入者と事業主のニーズに真摯に向かい合い、ターゲットを明確に定め、リソースをあらゆる
方面から活用し、最も合理的な手法でアプローチをする。



機密性2

具体的に３つの活動指針を掲げます。

① 職員各々が「健康のプロ」としての認識を持ち、「お客様目線（マーケティング思考）」
に立った行動意識を徹底する。

② マイナ保険証の利用率向上に向け、所属部署に関係なく知恵をだし行動を実践する。

③ コミュニケーション（挨拶・報告・連絡・相談）意識の強化を図り、業務の効率化、
リスク管理体制の強化に繋げ、「全員参加型」のより働きやすい職場環境にして行く。

岐阜支部の方針
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岐阜県の人口は現在１９２万人、そのうち約４０％にあたる７４万人が岐阜支部の加入者であり、
最大の保険者であります。令和６年度は６年ぶりの診療報酬・介護報酬の同時改定があり、国・
県においては第４期医療費適正化計画、協会では第６期保険者機能強化アクションプランが
スタートします。

また、１２月からはマイナ保険証に１本化されることが決定しており、協会にとって本年度は特
に重要な年となり、今後の医療基盤の盤石化に向け国からも大きな期待が懸かっています。岐阜
支部の職員１人ひとりが、自己研鑽を怠ることなくポジティブに職務に遂行していただくことを
大いに期待しています。

岐阜支部マスコットキャラクター



機密性2
岐阜支部におけるＳＤＧｓの取り組み
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〇 長時間労働の是正
・水曜日と金曜日はノー残業デー

〇 会議時間の短縮化
・幹部会議
・業務推進会議
・各グループの打ち合わせ
・会議を木曜日に集約化

〇 オンライン化の推進
・評議会の事前説明
・委託業者との打ち合わせ
・地域医療構想調整会議や国保運営協議会の出席
・回覧レポートやグループチャットを活用

〇 全職員の協会事業運営への参画意識向上
・全職員（契約職員含む）に支部の事業方針・計画・進捗・結果を説明（年2回：4月・10月）

〇 ペーパレス化の推進
・支部長会議を支部で傍聴する際、ノートパソコンを使用
・内部会議はペーパレス化を推進
・外部会議資料の印刷削減

働きがいも 経済成長も

活力ある魅力的な職場づくり

気候変動に具体的な対策を



機密性2
各グループの事業（一覧）
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１. 企画総務グループ

２. 保健グループ

３. 業務グループ

４. レセプトグループ

① ＩＣＴ化の推進
② コラボヘルスの推進
③ 医療資源の適正使用
④ 広報活動や「顔の見える地域ネットワーク」を通じた加入者等の理解促進
⑤ 費用対効果を踏まえたコスト削減等
⑥ 新たな業務のあり方を踏まえた適正な人員配置

更なる保険者機能の発揮に向けた人材の育成

① 業務処理体制の強化と意識改革の徹底
② サービス水準の向上
③ 現金給付等の適正化の推進

① 特定健診実施率・事業者健診データ取得率等の向上
１）生活習慣病予防健診（被保険者）
２）事業者健診（被保険者）
３）特定健診（被扶養者）

② 特定保健指導実施率及び質の向上
１）被保険者
２）被扶養者

③ 重症化予防対策の推進

① レセプト点検の精度向上
② 債権管理・回収と返納金債権発生防止の強化（返納金債権）
③ 債権管理・回収と返納金債権発生防止の強化（保険証回収）



機密性2
企画総務グループの事業
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① ＩＣＴ化の推進

② コラボヘルスの推進

③ 医療資源の適正使用

④ 広報活動や「顔の見える地域ネットワーク」を通じた加入者等の理解
促進

⑤ 費用対効果を踏まえたコスト削減

⑥ 新たな業務のあり方を踏まえた適正な人員配置
更なる保険者機能の発揮に向けた人材の育成



機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度について① ＩＣＴ化の推進
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令和６年度 KPI目標 令和６年度 実績 KPI達成状況 令和５年度 実績

設定なし
【協会けんぽ全体の目標値】マイナ保険証利用率50％（R6.11）

－ － －

令和６年度 実施計画

・メルマガ登録者（健保委員対象）に、マイナ保険証に関するアン
ケートを実施した。（対象2,778名、回答348名）
回答を元に「マイナ保険証Q＆A」を作成し、ホームページやメル
マガ等に掲載や健保委員研修会で活用した。

・マイナ保険証のポスターをJＲ岐阜駅に掲示した。
・マイナンバーカードのカバー作成し、新生児の親（被保険者）に

送付した。
・ぎふチャンラジオに生出演（9/20）してマイナ保険証について説

明した。

（JR岐阜駅掲示のポスター）

〇マイナ保険証利用に係る広報
・協会の広報紙、メールマガジン、ホームページに掲載
・関係団体の広報紙、メールマガジンに掲載
・社会保険事務担当者向けの研修会で説明
・健康保険委員研修会で説明
・ＪＲ岐阜駅にポスター広告
・広報紙と「マイナンバーカードカバー」を新生児の親（被保険者）

に送付

令和６年度(上期) 主な取組結果

（マイナンバーカードカバーと台紙）

令和６年度(下期) 重点取組

・「マイナ保険証Q＆A」を活用して広報する。
・中日新聞にマイナ保険証の広告を掲載する。
・マイナ保険証利用率の低い医療機関を訪問する。

12.43
11.09

5

7

9

11

13

R6.4 R6.5 R6.6 R6.7 R6.8

マイナ保険証利用率（単月）

全保険者（全国）

全保険者（岐阜県）

（％）

（マイナ保険証Q＆A）



機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度について② コラボヘルスの推進
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令和６年度 KPI目標 令和６年度 実績 KPI達成状況 令和５年度 実績

健康宣言事業所数 1,570事業所以上 1,481事業所
（R6.9現在）

－ 1,240事業所

・健康宣言の文書勧奨を事業所に毎月送付した。（約500件/月）
・事業所向けに健康講座を実施した。（申込み38件・実施16件 8月末現在）
・健康宣言事業所に健康経営の振り返りチェックシートを送付した。（対象1,315件、回答737件）
また、メルマガ登録者（健保委員対象）に職場の健康づくりに関するアンケートを実施した。
（対象2,884名、回答307名） 回答は今後の取組に活かしていく。

・Well-beingフォーラム（主催：健康投資推進協議会）に出席（9/19）し、支部長が健康経営に
関するパネルディスカッションに参加した。

令和６年度 主な実施計画

令和６年度(上期) 主な取組結果

〇健康宣言の広報等
・事業所に文書勧奨（血圧リスクが高い業種）

（道路貨物運送、食料品以外の小売業、化学工業・同類事業、機械器具製造業、金属工業 等）

・協会の広報誌、メールマガジン、ホームページに掲載
・関係団体の広報誌とメールマガジンに掲載、新聞に掲載
・健康経営セミナーで健康経営について講演

〇事業所の健康づくり
・健康課題抽出に役立つ「事業所健康度カルテ」を配付
・職場の健康講座（運動、食事、禁煙、睡眠）を開催
・県と連携してウォーキングアプリで運動促進
・産業保健総合支援センターと連携してメンタルヘルス対策を実施
・健康宣言事業所に健康経営の振り返りチェックシートを送付

令和６年度(下期) 重点取組

・岐阜新聞と中日新聞に健康宣言の広告を掲載する。
・健康課題抽出に役立つ「事業所健康度カルテ」を事業所に送付する。

1,344 

1,378 

1,410 
1,434 

1,458 
1,481 

1,250

1,300

1,350

1,400

1,450

1,500

R6.4 R6.5 R6.6 R6.7 R6.8 R6.9

健康宣言事業所数（累計）
（社）



機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度について③ 医療資源の適正使用
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令和６年度 KPI目標 令和６年度 実績 KPI達成状況 令和５年度 実績

ジェネリック医薬品使用割合 83.5％以上 84.3％
（R6.5現在）

－ 83.5％

・協会の広報誌、メールマガジン、ホームページに掲載
・ジェネリック医薬品の使用割合が低い医療機関・薬局を県と訪問
・「見える化ツール」※を医療機関・薬局に送付
・ジェネリック医薬品軽減額通知」※を加入者に送付
・ジェネリック医薬品希望シールとお薬手帳カバーを新生児の
親（被保険者）に送付

・岐阜市役所の電子掲示板を活用（ジェネリック医薬品の動画）
・小中学校の生徒へ広報紙を配布

・ジェネリック医薬品軽減額通知を送付した。（4,192件）
（12市町（使用割合が80％未満）と岐阜市に住んでいる加入者）

・医療費適正化の広報紙を小中学校（10市町）へ配布した。

（ジェネリック医薬品軽減額通知のリーフレット）

※ 「見える化ツール」
個別医療機関ごとのジェネリック医薬品の使用割合やジェネリック医薬品使用割合の向上に寄与する
上位10医薬品などを記載したもの

※「ジェネリック医薬品軽減額通知」
ジェネリック医薬品に変更した場合のお薬代の軽減見込み額をお知らせするもの

令和６年度 主な実施計画

令和６年度(上期) 主な取組結果

令和６年度(下期) 重点取組

・ジェネリック医薬品の使用割合が低い医療機関・薬局を保険者協議会
として県と訪問する。

・「見える化ツール」を医療機関・薬局に送付する。
・インターネットやマスメディア等を活用して「ジェネリック医薬品」
「時間外受診」について広報する。 （ジェネリック医薬品軽減額通知）
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R5.6 R5.7 R5.8 R5.9 R5.10 R5.11 R5.12 R6.1 R6.2 R6.3 R6.4 R6.5

全国と岐阜支部のジェネリック使用割合（単月）

全国 岐阜

（％）



機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度について④ 広報活動や「顔の見える地域ネットワーク」を通じた加入者等の理解促進
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令和６年度 KPI目標 令和６年度 実績 KPI達成状況 令和５年度 実績

Ⓐ全被保険者数に占める健康保険委員が委嘱されている
事業所の被保険者数の割合 64.5％以上

64.50％
（R6.6現在）

－ 64.49％

Ⓑ健康保険委員の委嘱事業所数 5,420以上 5,528事業所
（R6.9現在）

－ 5,420事業所

〇健康保険委員の委嘱拡大等
・協会の広報紙やホームページに掲載
・社会保険協会の研修会で案内
・事業所へ文書勧奨
・健保委員研修会を実施
・健保委員に卓上カレンダー等のグッズを配付

〇上手な医療のかかり方の広報
・協会の広報紙、メールマガジン、ホームページに掲載
・関係団体の広報誌に掲載

〇健康保険制度や各種給付金の申請方法、健康診断等の広報
・協会の広報紙、メールマガジン、ホームページに掲載

・「協会けんぽだより」（7月号）に健保委員とメルマガの勧奨を掲載し、登録拡大に繋がった。
・健保委員研修会（メンタルヘルスセミナー・マイナ保険証の説明）を実施した。
（9/20実施、138名申込、131名参加）

・岐阜商工月報（商工会議所）の広報誌に毎月掲載（健康経営、マイナ保険証 等）した。

令和６年度 主な実施計画

令和６年度(上期) 主な取組結果

令和６年度(下期) 重点取組

・健保委員に広報誌（STYLE)とグッズ（卓上カレンダー・付箋）を送付
する。

・LINEで広報を実施する。

64.03 64.01

64.49 64.50

63.5

64

64.5

65

R5.9 R5.12 R6.3 R6.6 R6.9

Ⓐ 健康保険委員の被保険者カバー率（累計）（％）

5,408 5,415 5,422 
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5,300
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5,400

5,450

5,500

5,550

R6.4 R6.5 R6.6 R6.7 R6.8 R6.9

Ⓑ 健康保険委員の委嘱事業所数（累計）（社）



機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度について⑤ 費用対効果を踏まえたコスト削減等
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令和６年度 KPI目標 令和６年度 実績 KPI達成状況 令和５年度 実績

一般競争入札に占める一者応札案件の割合 15％以下 0％
（R6.9現在）

－ 7.7％

・十分な公告期間や履行期間を設定して入札に参加しやすくした。

・業者への積極的な声掛けを行い入札を促した。

・わかりやすい仕様書を作成し競争参加を促した。

・わかりやすい仕様書を作成する。

・十分な公告期間や履行期限を設定する。

・参加が見込まれる業者へ周知する。

・業者に事業の詳細を理解してもらうため、事前説明会を実施する。

令和６年度 主な実施計画

令和６年度(上期) 主な取組結果

令和６年度(下期) 重点取組

・上期同様に取組み、一者応札の割合0％を目指していく。

2 2

5

6

7

8

0 0 0 0 0 0 0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

R6.4 R6.5 R6.6 R6.7 R6.8 R6.9

入札件数と一者応札の割合

入札件数（累計）

一者応札の割合（累計）

（件） （％）



機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度について⑥ 新たな業務のあり方を踏まえた適正な人員配置/更なる保険者機能の発揮に向けた人材の育成
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令和６年度 KPI目標 令和６年度 実績 KPI達成状況 令和５年度 実績

設定なし － － －

・業務の効率化の現状等を踏まえ、適切な人員配置を行う。

・ジョブローテーションを行う。

・認識された課題とその対策を職員全員で共有することで、支部全体の業務改善・改革への意識を向上させる。

・マーケティング思考を持つ（加入者及び事業主の目線に立った施策を考え取り組む）。

・全員参加型の実施（職員が支部事業の内容を共有して取り組む）。

令和６年度 主な実施計画

令和６年度(上期) 主な取組結果

令和６年度(下期) 重点取組

・業務推進会議で令和5年度支部業績評価結果や各グループの事業進捗を共有し、支部全体の業務改善・改革への意識を向上させた。

・支部の事業計画について職員向けに説明会を行い、支部事業の内容を共有した。

・支部の上期事業実施結果について職員向けに説明会を行う。

・加入者及び事業主の目線に立った施策を考え取り組んでいく。



機密性2
保健グループの事業
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① 特定健診実施率・事業者健診データ取得率等の向上

１）生活習慣病予防健診（被保険者）
２）事業者健診（被保険者）
３）特定健診（被扶養者）

② 特定保健指導実施率及び質の向上

１）被保険者
２）被扶養者

③ 重症化予防対策の推進



機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度について① １）特定健診実施率・事業者健診データ取得率等の向上（生活習慣病予防健診（被保険者））

14

令和６年度 KPI目標 令和６年度 実績 KPI達成状況 令和５年度 実績

①生活習慣病予防健診 実施率 66.5％以上 26.3％（78,827件）
（R6.8現在）

－ 59.5％（182,616件）

・付加健診受診対象者への文書案内
・委託業者による健診未受診事業所に向けた文書および
電話勧奨（継続）

・委託業者による定期健診利用事業所への生活習慣病
予防健診受診勧奨

・小規模事業所の被保険者本人あて案内送付（13,000名）
・委託業者による健診未受診事業所に向けた文書および
電話勧奨（783事業所）

（個人向けパンフレット）

令和６年度 主な実施計画

令和６年度(上期) 主な取組結果

令和６年度(下期) 重点取組

・業務委託による事業所への勧奨（電話、文書等）や、自己負担減額、
付加健診受診機会増加に合わせた定期健診からの切替促進

・健診実施機関による事業所への受診勧奨の実施、進捗確認および促進
の働きかけ

・新規健診受託機関獲得のため職員の訪問等による交渉
・未受診者に対する個人あて受診勧奨の実施
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機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度について① ２）特定健診実施率・事業者健診データ取得率等の向上（事業者健診（被保険者））

15

令和６年度 KPI目標 令和６年度 実績 KPI達成状況 令和５年度 実績

②事業者健診データ 取得率 15.8％以上 2.5％（7,571件）
（R6.8現在）

－ 12.9％（39,544件）

・業種情報を含んだ情報提供依頼書取得勧奨リストの作成、
外部委託を活用した取得、継続提供の推進

・事業所の受診日程等情報の更新による、健診結果の確実な取得
・協会けんぽ岐阜支部、岐阜県、岐阜労働局の三者連名の提供依頼

・協会けんぽ岐阜支部、岐阜県、岐阜労働局の３者連名の
健診結果データ提供依頼文書送付（約1,000事業所）

・業種情報を含んだ情報提供依頼書取得勧奨リストに基づいた、
文書および電話勧奨

・事業所訪問および結果データ転記による健診結果データの
取得

（事業所向けパンフレット）

令和６年度 主な実施計画

令和６年度(上期) 主な取組結果

令和６年度(下期) 重点取組

・業種情報を含んだ情報提供依頼書取得勧奨リストに基づいた、
文書および電話勧奨（継続）

・前年データ取得済み事業所へのデータ提供再勧奨
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機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度について① ３）特定健診実施率・事業者健診データ取得率等の向上（特定健診（被扶養者））

16

令和６年度 KPI目標 令和６年度 実績 KPI達成状況 令和５年度 実績

③被扶養者の特定健診 実施率 32.1％以上 9.6％（7,805件）
（R6.8現在）

－ 27.7％（20,975件）

・おてがる健診の実施（10～12月 45会場で実施）
・おてがる健診のＤＭによる案内（約65,000件）
・おてがる健診の追加ＤＭによる勧奨（約53,000件）
・冬季集団および施設健診案内（約50,000件）

・おてがる健診の実施（５～７月 45会場で実施 4,241名受診）
・おてがる健診のＤＭによる案内（81,795件）
・おてがる健診の追加ＤＭによる勧奨（約10,000件）
・ラジオ番組出演によるおてがる健診の周知

（集団健診案内）

令和６年度 主な実施計画

令和６年度(上期) 主な取組結果

令和６年度(下期) 重点取組

・オプショナル集団健診（おてがる健診）の実施（前期・後期開催）
・オプショナル集団健診（おてがる健診）申し込み状況に応じた追加
DM勧奨

・岐阜県や市町村と連携した集団健診の勧奨
・受診者データの分析による勧奨対象の選定および受診勧奨

985 1,622 
2,330 

5,174 

7,805 

1.2
2.0 2.9

6.4

9.6

0

2

4

6

8

10

12

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

R6.4 R6.5 R6.6 R6.7 R6.8 R6.9

被扶養者の特定健診（実施件数・実施率）

実施件数（累計）

実施率（累計）

（件）

（％）



機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度について② １）特定保健指導の実施率及び質の向上（被保険者）

17

令和６年度 KPI目標 令和６年度 実績 KPI達成状況 令和５年度 実績

①被保険者の特定保健指導 実施率 32.9％以上 8.2％（4,036件）
（R6.8現在）

－ 26.0％（9,972件）

・岐阜運輸局、トラック協会への連名文書による保健指導受入れ勧奨
・外部専門機関へ委託する事業所への事前案内（継続）
・職員の訪問による健診実施機関への実施体制拡大等の働きかけ

・岐阜運輸局、トラック協会への連名文書による保健指導案内の提案
・外部専門機関へ委託する事業所への事前案内（1,191件）
・支部長および保健グループ職員の訪問による、中断率が高い
保健指導実施機関への改善指示

（事業所向け案内）

・健診実施機関の指導実施状況確認および主要機関への訪問による推進
・保健指導未契約機関への保健指導実施の勧奨
・外部専門機関との連携強化による実施件数拡大、中断率減少
・支部保健師の質の向上による中断率減少、新規指導者の採用
・ICT面談の促進
・運輸業事業所の保健指導受け入れに向けた岐阜運輸局、トラック協会
との連携

令和６年度 主な実施計画

令和６年度(上期) 主な取組結果

令和６年度(下期) 重点取組
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機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度について② ２）特定保健指導の実施率及び質の向上（被扶養者）

18

令和６年度 KPI目標 令和６年度 実績 KPI達成状況 令和５年度 実績

②被扶養者の特定保健指導 実施率 35.9％以上 9.3％（209件）
（R6.8現在）

－ 23.6％（377件）

・おてがる健診会場での健診当日の初回面談実施（継続）
・初回面談実施率の低い健診実施機関の改善策策定、実施状況確認
・初回面談実施率の低い健診実施機関の進捗管理

・おてがる健診会場での健診当日の初回面談実施
・健診実施機関ごとの特定保健指導実施状況の提示および
初回面談実施率の低い健診実施機関への改善策策定指示
（対象：おてがる健診受託５機関のうち２機関）

（対象者向け案内）

令和６年度 主な実施計画

令和６年度(上期) 主な取組結果

令和６年度(下期) 重点取組

・健診機関による集団健診当日の保健指導の推進
・健診機関との連携強化による実施件数拡大、中断率減少
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機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度について③ 重症化予防対策の推進

19

令和６年度 KPI目標 令和６年度 実績 KPI達成状況 令和５年度 実績

健診受診月から１０か月以内に医療機関を受診した者の
割合 前年度以上

36.6％
（R5.7健診）

－ －

・岐阜県と連名の封筒を使用した受診勧奨文書送付
（CKD：71名 糖尿病：410名）

・健診実施機関からの早期受診案内スキームの構築および実施
（令和6年9月より14機関で実施）

・支部保健師による未治療者勧奨の継続的な実施（372名）

・健診実施機関からの早期受診案内
・支部保健師による未治療者勧奨の継続的な実施（継続）
・岐阜県と連名の封筒を使用した受診勧奨文書送付（継続）

（対象者向け案内）

令和６年度 主な実施計画

令和６年度(上期) 主な取組結果

令和６年度(下期) 重点取組

・支部保健師による未治療者勧奨の継続的な実施および勧奨対象の
効率的な選定

・健診機関からの電話による受診勧奨の実施、進捗確認および促進の
働きかけ

・外部委託機関からの受診勧奨の状況確認および連携強化
・岐阜県と連携した受診勧奨の実施
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機密性2
業務グループの事業

20

① 業務処理体制の強化と意識改革の徹底

② サービス水準の向上

③ 現金給付等の適正化の推進



機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度について① 業務処理体制の強化と意識改革の徹底

21

令和６年度 主な実施計画

グループ全体での山崩し体制の促進

【前捌き】
・傷病手当金・高額療養費を中心にOJTを行い（多能化の促進）、優先順位に基づいた前捌き業務を実施した。

【確認】
・まずサービススタンダード（申請受付から10営業日以内の支払い）に着手し全て処理した後、非サービススタンダードに取り組むことで、
サービススタンダードの支払いまでの所要日数の短縮、山崩しによる事務処理体制の進化を図った。

・毎週のチーム代表者によるミーティングや、各種勉強会（マイナ保険証等）を行い、グループ内の情報共有や知識の向上を促進した。

令和６年度(上期) 主な取組結果

・前捌き業務・審査確認とも積極的に多能化に取り組むことで、グループ全体での山崩し体制を促進させ、生産性の向上を図る。

・マイナ保険証関連や被扶養者資格再確認等に対し遅延なく事務処理を進めていくため、各種ミーティングの有効活用やグループ内の
情報共有を図り、適切に対応していく。

令和６年度(下期) 重点取組

令和６年度 KPI目標 令和６年度 実績 KPI達成状況 令和５年度 実績

設定なし － － －

・業務量の多寡や優先度に対応するため、前捌き業務・審査確認とも積極的に多能化を推し進め、生産性の向上を図る。

・業務マニュアルや手順書に基づく統一的な事務処理の徹底により業務の標準化・効率化・簡素化を図る。

・各種ミーティングを有効に活用しグループ内のコミュニケーションを活性化させ、職員の意識改革を促進する。



機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度について② サービス水準の向上

22

令和６年度 KPI目標 令和６年度 実績 KPI達成状況 令和５年度 実績

サービススタンダードの達成状況 100％ 100％
（R6.7現在）

－ 100％

現金給付等の申請に係る郵送化率 95.6％ 96.0％
（R6.9現在）

－ 95.6％

・進捗確認を徹底することで、サービススタンダード10日以内の
支払いを順守した。
R6.7平均所要日数：5.08日（全国5.56日）

・社会保険事務講習会（7会場）、社労士研修会（2会場）に講師
派遣し、自動審査率向上に資する申請書記入の注意点等を周知
した。

サービススタンダード対象申請書：傷病手当金、出産手当金、出産育児一時金、埋葬料（費）

令和６年度 主な実施計画

令和６年度(上期) 主な取組結果

令和６年度(下期) 重点取組

・サービススタンダード（申請受付から10営業日以内の支払い）
を遵守し、正確・迅速な支払いに努める。

・加入者・事業主の利便性の向上や負担軽減の観点から、事務講
習会の活用や効果的な広報を実施することで、郵送による申請
を促進する。

・進捗確認を徹底することで、サービススタンダード10日以内の
支払いを順守し、平均所要日数の短縮に努める。

・社会保険事務講習会（6会場）を活用し、マイナ保険証の取り
扱いも含め、効果的な広報を実施する。
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機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度について③ 現金給付等の適正化の推進

23

令和６年度 KPI目標 令和６年度 実績 KPI達成状況 令和５年度 実績

設定なし
【柔道整復施術療養費の申請】
①加入者ひとり当たりの支給決定額 122.4円以下
②施術箇所３部位以上かつ月15日以上の施術の申請の割合 0.57％以下

－

・柔整審査会での指摘や傾向的に疑義がある施術所を抽出し、受診者
への文書照会を実施。

・不正請求に関して厚生局への情報提供を実施。（1件）
・傷病手当金と障害年金・老齢年金との併給調整について、１か月
以内に更正処理を完了。

・受診者への毎月着実な文書照会の実施。
・柔整審査会において効果的な審査の実施。必要に応じて面接確認の実施。
・傷病手当金と障害年金・老齢年金との併給調整について、適正かつ
迅速に実施。

令和６年度 主な実施計画

令和６年度(上期) 主な取組結果

令和６年度(下期) 重点取組

・柔道整復施術受診者への文書照会を強化する。
・データ分析により傾向的に疑義がある施術所については、柔道整復
療養費審査委員会（以下「柔整審査会」という。）において重点的
に審査する。

・必要に応じて面接確認委員会によるヒアリングを実施し、不正又は
著しい不当な事例については、厚生局への情報提供を行う。

・傷病手当金と障害年金・老齢年金との併給調整について、適正かつ
迅速に実施する。

①121.8円（R6.7現在）

②0.54％（R6.7現在）
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柔整請求状況

加入者ひとり当たりの支給決定額（累計） 3部位15日以上の請求割合（累計） （％）（円）

①122.4円
②0.57％



機密性2
レセプトグループの事業
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① レセプト点検の精度向上

② 債権管理・回収と返納金債権発生防止の強化（債権回収）

③ 債権管理・回収と返納金債権発生防止の強化（保険証回収）



機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度について
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令和６年度 KPI目標 令和６年度 実績 KPI達成状況 令和５年度 実績

①協会けんぽのレセプト点検（再審査）の査定率
0.121％以上

0.127%
（R6.7現在）

－ 0.121％

②協会けんぽの再審査レセプト１件当たりの査定額
8,889円以上

12,744円
（R6.7現在）

－ 8,889円

・引き続き「レセプト内容点検行動計画」に則り、点検員のスキルアップを図ることで、効果的かつ効率的な点検を行う。
・自動点検マスタを診療報酬改定に適応するよう更新するとともに定期的に見直し、システム点検の効率化を図る。

・他支部の高額査定事例等から傾向を確認し、支払基金と協議して
査定につなげたほか、高点数レセプト中心の点検を行うなど、
「レセプト内容点検行動計画」に則り点検員のスキルアップに
取り組んだ。

・自動点検マスタを定期的に更新し、システム点検の効率化を
図った。

① レセプト点検の精度向上

令和６年度 主な実施計画

令和６年度(上期) 主な取組結果

令和６年度(下期) 重点取組

・社会保険診療報酬支払基金との協議を引き続き強化して実施するとと
もに、再審査請求の質の向上と効率化を図り査定率向上につなげる。

・レセプト内容点検行動計画に基づき、診療報酬改定に対応した研修等
の実施や、他支部事例を取り入れる取り組みを引き続き行い、点検員
のスキルアップを図る。

・引き続き高点数レセプトを中心とした点検を行う。
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再審査1件当たり査定額（単月） 再審査定率（単月）

（％）

（円）



機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度について② 債権管理・回収と返納金債権発生防止の強化（返納金債権）
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令和６年度 KPI目標 令和６年度 実績 KPI達成状況 令和５年度 実績

①返納金債権（診療報酬返還金(不当請求)を除く)の
回収率 73.92％以上

49.21%
（R6.8現在）

－ 73.92％

・引き続き、資格点検マニュアルに則った点検・確認を実施し、速やかに返納金・損害賠償請求金等の調定を行うことで、
債権の早期回収につなげる。

・引き続き、保険者間調整を積極的に活用する。また、法的手続きは費用対効果を踏まえて実施する。
・引き続き、オンライン資格確認の有効性を医療機関へ伝えるとともに、加入者へは各種広報等にてマイナンバーカードの
保険証利用を周知し利用促進を図る。

・資格点検マニュアルに則った点検・確認を実施し、返納金・損害賠償
請求金等の調定を遅滞なく行い債権の早期回収に取り組んだ。

・保険者間調整を積極的に活用すると共に、法的手続きは費用対効果を
踏まえて実施した。

・資格点検や医療機関からの問い合わせの機会をとらえ、オンライン資格
確認の有効性を医療機関へ伝えるなど、働きかけをおこなった。

・資格点検マニュアルに則った点検・確認を実施し、速やかな返納金・
損害賠償請求金等の調定を行い債権の早期回収につなげる。

・引き続き、保険者間調整の積極的な活用及び費用対効果を踏まえた
法的手続きを実施する。

・返納金の発生防止に効果のある、オンライン資格確認の推進を医療機
関へ働きかける。また、加入者へは各種広報等にてマイナンバーカー
ドの保険証利用を周知し利用促進を図る。

令和６年度 主な実施計画

令和６年度(上期) 主な取組結果

令和６年度(下期) 重点取組

34.70 35.49
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返納金債権（診療報酬返還金（不当請求）を除く）回収率 （累計）
（％）



機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度について③ 債権管理・回収と返納金債権発生防止の強化（保険証回収）
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令和６年度 KPI目標 令和６年度 実績 KPI達成状況 令和５年度 実績

②日本年金機構回収分も含めた資格喪失後１か月以内の
保険証回収率 86.15％以上

85.98%
（R6.8現在）

－ 86.15％

・引き続き、早期回収に向け、電話による周知・返却依頼等を行う。
（保険証の回収（KPI）は、マイナンバーカードと健康保険証の一体化（健康保険証の廃止）が行われるまでの取組となる）

・事業所ごとの回収状況のデータ等を活用し、保険証の未回収（返不
能）者が多い事業所に、速やかな保険証回収のための働きかけを行った。
また、未回収者には電話による返却依頼等を行った。

令和６年度 主な実施計画

令和６年度(上期) 主な取組結果

令和６年度(下期) 重点取組

・事業所ごとの回収状況のデータ等を活用し、保険証の未回収（返不
能）者が多い事業所に向けた文書の送付や電話による連絡で、資格喪
失届等の提出時に保険証添付を徹底いただくこと、電子申請の場合は
速やかな保険証の返却を行うことの周知を行う。
（保険証の回収（KPI）は、マイナンバーカードと健康保険証の一体化
（健康保険証の廃止）が行われるまでの取組となる）
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資格喪失後1か月以内の保険証回収率（日本年金機構回収分含む）（累計）（％）


